青明舎　　フェイスシート

平成18年8月7日（月）
	入　所　者
	氏　名　　　鹿原　博夫　　　様　　　　　　　男・女　　昭和34年7月25日生　　　（48歳）

	
	　住　所　八戸市根城字西ノ沢36-53　さつき荘5号　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	S60年頃
	罹 患 期 間
	　約22年

	
	入院回数
	　2回
	延べ入院年数
	　約5年　　　　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	　生保
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	年　　金
	有・無

	 登録年月日
	H16年7月24日
	身長
	ｃｍ
	体重
	kg

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	鉄工所勤務・調理場勤務等

	保　護　者
	氏　　名　　鹿原　一夫　様　　　　　　　　　続柄　　兄　（同居　・否）

	長期目標        生活リズムを整えて、幸房に休まず通所する。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 S51年～半年程　　　　　　　　埼玉の病院　入院     ③　Ｈ16年8月～　　　           青南病院　外来

2 Ｈ11年6月～Ｈ16年7月　　　青南病院　入院　　　　

	生活歴：
階上町にて出生。階上中学校卒業後、名古屋の鉄工所へ勤務。以後、東京にて調理の場で働く。21歳時、東京の人と結婚し共働きをしていた。男児一子をもうけるが、26～27歳頃発病し、独語・空笑・突然怒鳴る事等があり、埼玉の精神科病院へ入院する。約半年間の入院後、離婚。以後、10年近く行方不明で、放浪していた。H9春に千葉県の酒の倉庫に侵入し逮捕されるが、独語あり、何を言っているのか分らず身元が特定できずにいた。H10.5、警察から長兄に連絡が入り、引き取る事になった。長兄宅の離れに住まわせて様子を見ていたが、H11.3までは特異なこともなく、近くの保護司のもとへも通っていた（H13まで保護観察処分）。しかし、徐々に様子がおかしくなり、一人で怒ってみたり、笑ってみたり、アイヌ語のような言葉を喋り続けている。服は一組のものしか着ようとせず、H10.5～H11.6まで3回ほどしか更衣されていない。日中は2～3時間外出し、近辺を徘徊している。また、宗教の信仰にて窓を開けて祈ったり、叫んだりするため、兄宅に「気味が悪い」「怖い」と苦情の電話がくる。また、口癖のように「俺は神様だ。だから、俺の言うことを聞け。」と言ったり、「俺の兄貴は田原俊彦・近藤真彦だ。」等と言い出した。H11.5.27兄夫婦が当院へ相談、同年6.3本人受診。「10年前に入院していたのはアルコールの病気だったと言い、人間関係が嫌になり、仕事を辞めた。人の声に対する嫌悪感を持っており、それについて語る際に表情が曇り、硬くなる。兄夫婦によれば「疎通とれる日ととれない日があり、何を言っているのか分らないまま叫んだり、暴力的となるときは手もつけられない」と話している。H11.6.3入院となる。入院時、不潔状態であり、架空の人物と話しているんだという妄想・独語・表情のにやつきが見られていた。H16.7.24退院後はうみねこ幸房、ナイトケアに通所し、アパートにて単身生活を送っている。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　両親は他界し、主な援助者は階上に住む長兄。兄は時折アパートへ来てくれるとのこと。服や食料品を送ってくれることもあると話す。姉とも時々ではあるが連絡はとっているという。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年8月7日（月）

	氏　名
	鹿原　博夫　　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和34年7月25日（48歳）


	問題点
	介入方法

	①　緊急時の対応
	・不調時に関係者（家族、主治医、幸房スタッフ、NCスタッフ、青明舎スタッフ等）へ話せるように、普段から対話する機会を持つ。



	＊　
	

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	現在、月～金うみねこ幸房利用中。2週間に１回訪問を行っている。

　幸房での作業内容は調理・チラシ配布。うみねこランチに従事し、調理・盛りつけ・接客も行っている。調理変更時にはその都度応じて出来ているが、それでも無理ではないかと言うときには意見を話す事も時折みられる。昼食は弁当を自分で作って持ってきている。

　ナイトケアでは自分からの交流はないがプログラムには拒否なく参加している。休む場合も事前に連絡をしている。

　部屋は整理されており、洗濯物が干してある。兄弟との交流についても話をする。最近は兄から服や食料品が送られてきたと嬉しそうに話している。兄は時折アパートへ来て、泊まっていくこともあるという。

　青明舎の行事にも参加している。休日には近くの銭湯に出掛けたり、買い物へ出掛けたりしているとのこと。

兄宅へ出掛けることもあるという。友人付き合いはほとんどないという。

　


プラン計画者　氏名：　清水　博己　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室
























